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事業名 放課後・土曜学習支援事業 事業期間 平成 ２６ 年度 ～ 平成 ２８ 年度

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　子どもたちの生活習慣、学習・運動習慣の定着と豊かな心を育むため、地域住
民が参加して行う「放課後チャレンジ教室」と「土曜教室」を支援することによ
り、小学生を地域で見守り育てる取組は充実してきたが、中学生に対する取組の
充実が課題である。

事業の目的
　学校・家庭・地域の協働を推進するための「協育」ネットワークを各地域に構築し、地域によ
る放課後等を活用した学習活動や様々な体験活動を支援することにより、学習習慣の定着と心豊
かで健やかな子どもたちの育成を図る。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

施策区分 変化の激しい時代を生き抜く生涯を通じた学びの支援

総合評価 終了 事業実施課（室）名 社会教育課 評価者 社会教育課長　阿南 典久

２９年度(予算)

①放課後チャレンジ教室（年40日を標準）実績：17市町村159教室
　市町村が放課後に補充学習を重点的に実施する経費を補助【国1/3】
②小学生土曜教室（年20日を標準）実績：14市町村102教室
　市町村が土曜日等に補充学習と体験活動をバランスよく実施する経費を補助【国1/3】
③中学生学び応援教室（年間20日を標準）実績：7市町村26教室
　市町村が中学生を対象に原則無料の学習支援を実施する経費を補助【国1/3】
④「協育」ネットワーク支援者研修会
　子どもと関わる支援者の資質向上のための研修会（2回）

① 46,008 総コスト 55,025 56,679

② 21,000

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２７年度(決算) ２８年度(決算)

事業費 45,025 46,679

③ 7,000 (うち一般財源) 21,970 23,356

計 74,248 職員数（人） 1.00 1.00

④ 240 人件費 10,000 10,000

最終達成
(２８年度)

放課後チャレンジ教室の支援
者数（人）

目標値 1,854 1,854 1,854
62%

中学生学び応援教室の支援
者数（人）

目標値

最終達成
(２８年度)

指標名（単位） 達成度 ２７年度 ２８年度 ２９年度指標名（単位） 達成度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

実績値 2,196 1,821 114 114
144 144

9%

a79.2% 79.2%達成率 118.4% 98.2% 98.2% 達成率
1,821 実績値

202
0%実績値 1,715 1,968 1,968 実績値 202 25028%

「協育」ネットワーク支援
者研修会の参加人数（人）

目標値 170 202目標値 1,422 1,422 1,422

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 最終達成
(２８年度)

事業の成果

250
達成率 120.6% 138.4% 138.4% 達成率 118.8% 123.8%

土曜教室の支援者数（人）

活動指標

放課後チャレンジ教室及び土
曜教室に参加した児童生徒数
（人）

目標値 11,411 12,012 12,012

98.4%

123.8%
評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a 　各教室の活動内容及び参加児童生徒を整理し、特に中学生に対する取組を充実したことにより、
地域が一体となって子どもを見守り育てる環境整備がより一層図られた。

実績値 11,229 11,814 11,814

達成率 98.4% 98.4%

廃止

・多様な地域人材の参画及び新たな支援者の確保
・支援者に対する特別な支援を要する児童生徒への対応及び安全確保のための研修等の充実
・放課後子ども総合プランに基づく放課後児童クラブとの連携促進 ・学校・家庭・地域の連携体制を強化する「『協育』ネットワーク連携促進事業」を平成２９年度から実施

・中学生に対する補充学習を充実するため、大学生や地元高校生等を活用
・活動プログラム充実のため、企業・大学・団体等への連携協力を呼びかけ
・研修内容の充実を図るため、こども未来課等との連携を強化

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続
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（事業実施年度：平成２８年度）

（評価実施年度：平成２９年度）

A

評価
割合

評価
割合

評価

［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

事務事業評価調書
別紙２－４

事業名 地域教育力パワーアップ事業 事業期間 平成 ２８ 年度 ～ 平成 ３０ 年度

［１．現状・課題、目的］

現状
・

課題

　少子高齢化や人口減少に伴い、地域社会が変容し、貧困問題などの新たな社会
問題が発生する中、そのような変化に対応できる人材育成や学校教育と社会教育
の連携強化が課題である。

事業の目的
　福祉関係者と地域・家庭が連携し、児童生徒の問題行動や家庭環境・生活習慣で抱える困難
を解決できる人材を育成するとともに、地域住民と社会教育関係団体のつながりを再構築する
ことにより、地域教育力の向上を図る。

［２．事業内容］ （単位：千円）

政策区分 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

施策区分 変化の激しい時代を生き抜く生涯を通じた学びの支援

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 社会教育課 評価者 社会教育課長　阿南　典久

２９年度(予算)

①社会教育関係団体活動支援
　社会教育関係団体の会員等を対象とした「地域活動実践交流会」の実施（6市町）
②「協育」ネットワーク支援
　「 地域『協育』サポートリーダー」育成講座の開催、動画教材の作成及び配信
　（大分･別府2会場で実施：3日間6講座受講者数49名)

① 1,391 総コスト 27,112 27,680

② 1,305

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２７年度(決算) ２８年度(決算)

事業費 2,112 2,680

③ (うち一般財源) 2,112 2,680

計 2,696 職員数（人） 2.50 2.50

④ 人件費 25,000 25,000

最終達成
(　年度)

「地域活動実践交流会」に参
加した団体数（団体）

目標値 60 60 60
52%

目標値

最終達成
(３０年度)

指標名（単位） 達成度 ２７年度 ２８年度 ２９年度指標名（単位） 達成度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

実績値 98

a
達成率 163.3% 達成率

実績値

実績値 49 実績値48%
目標値目標値 42 120 120

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
最終達成
(３０年度)

事業の成果

達成率 116.7% 達成率

サポートリーダー育成講座の
参加者数（人）

活動指標

地域「協育」サポートリー
ダーを配置し、次年度の団体
間連携事業計画を作成した市
町村数（市町村）

目標値 6 18 18

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a
　「地域活動実践交流会」の実施により、社会教育関係団体間の連携を図ることで、地域における
子どもや家庭に対する見守り、相談・連絡体制が構築されるなど、地域教育力の向上につながっ
た。

実績値 6

達成率 100.0%

廃止

・市町村による地域「協育」サポートリーダーを支える人材の育成
・作成した動画教材の活用促進
・平成２８年度に「地域活動実践交流会」を実施した市町村及び団体の取組の継続 ・平成２９年度までに全市町村に地域「協育」サポートリーダーを配置するため、サポートリーダー育成

講座を前倒しで実施
・市町村による地域「協育」サポーターの育成を支援

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続
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